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 現代の企業経営において、外部から経営課題の解決や組織変革を支援するコンサルタントの重要性は

高まっている。これまでの研究において、コンサルタントのパフォーマンスに結びつくものとして、業

界知識や分析力、課題解決力といった専門的知識や論理的思考力が指摘されてきた。 

 本研究では、対人関係に焦点を当て、リーダーシップ論における「信頼」の観点から、コンサルティ

ングの効果を左右する要因を分析する。特に、コンサルタントがいかにしてクライアントとの信頼を構

築し、変革を導くパフォーマンスを発揮していくのかのプロセスを明らかにしていく。 

 理論的枠組みとして、職場の上司（リーダー）と部下（メンバー）の関係構築過程を説明する Graen & 

Scandura（1987）の「役割形成モデル」を援用した。本モデルは、関係が「役割取得」「役割形成」

「役割慣化」の 3段階を経て発展し、その過程で互いの期待に応える相互作用を通じて信頼が構築され

るとするものである。信頼は、「認知的信頼」「行動的信頼」「感情的信頼」の順に形成される。分析

にあたって、コンサルタントのリーダーシップスタイルを「指示的（ディレクティブ）」および「支持

的（サーバント）」に分類した。 

 実務家を対象とした半構造化インタビュー調査の結果、次が明らかになった。すなわち、コンサルタ

ントのリーダーシップスタイルは単純に分類できるものでなく、プロジェクト状況やクライアントとの

関係性の発展段階に応じて柔軟に適応させている。特に、関係形成初期段階では支持的(サーバント)な

関わりが信頼醸成に有効である一方、信頼が高まり感情的信頼が形成された段階では、指示的な関与で

あっても高い変革効果を発揮する可能性が示唆された。また、継続的な関わりを持つケースでは、役割

形成モデルのプロセスがコンサルティングの現場においても当てはまっていた。 

 以上のことから、本研究からの知見を踏まえれば、コンサルティングにおける成果向上には信頼関係

の構築段階に応じたリーダーシップスタイルの使い分けが有効であることが示唆される。（表 1） 

 

表１ コンサルティングにおける役割形成段階と信頼、リーダーシップの対応関係 

プロセス段階 
初期： 

役割取得 

中期： 

役割関係形成 

後期： 

役割慣化 

形成される信頼 
認知的信頼 

（能力・実績） 
行動的信頼 

感情的信頼 

（人間性・共感） 

有効なリーダーシッ

プスタイル 

支持的 

（サーバント） 
柔軟な移行 

指示的 

（ディレクティブ） 

行動と効果 
専門性の提示と傾聴、 

コミュニケーション 

リスクを許容した行動 

交渉自由度の向上 

強固な情緒的結びつきを

土台とした進言や変革 
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